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【症 例】叢生

【初診時年齢,性 別】27歳6か 月,女 性

【主 訴】前歯の叢生

【診断名】叢生

【所 見】上下 口唇が突出 し,上 顎 に-8mm,下 顎

に-9mmの ディスクレパ ンシーが認められた。骨

格系に問題はな く,上 下顎中切歯の歯軸傾斜は標

準 範囲 内で あった。大 臼歯 関係 は左右側 とも

AngleClassIで あった。上下顎正中線はそれぞ

れ左側に1mm,右 側へ2mm偏 位 していた。

【治療方針】

1.上 下顎左右側第一小臼歯抜去によるマルチブ

ラケッ ト法を適用することとした。

2.保 定

【治療結果】口唇の突出感が改善 され良好 な咬合

関係が得 られた。動的治療期間は2年6か 月で

あった。

【考 察】上下顎 とも大 きなデ ィスクレパ ンシー

を有 していたが,上 下顎左右側第一小臼歯の抜去

で,上 下顎中切歯が十分後方移動 し,良 好な側貌

が得 られた。 これは上顎左右側第一大臼歯のアン

カレッジロスが少なかったことや,下 顎左右側第

一大臼歯のアップライ トにより
,上 下顎中切歯の

遠心移動量が図られ,上 下口唇突出の改善 に寄与

したものと考えられた。
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